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要旨
　和文要旨を300～600字程度にまとめてください．
Abstract
和文要旨の英訳を記入してください．
1．はじめに
　このテンプレートは，情報システム学会論文の査読用です．採録された論文については，Web出版のための様式を別途お知らせします．

2．関連研究
これ以降，適宜節番号をつけて論文を書き進めてください．
1. 書式に特に細かな制約は設けていません．
1. 査読用ですので，図や表のレイアウトをさほど気にする必要はありません．
1. 節番号は，X.Y.Zの3レベルまでにしてください．それ以上の番号付けが必要なときには，箇条書きや段落番号を使ってください．
1. 図には，図1のように論文の先頭からの通し番号を振ってください．また，図のタイトルは，図の下に付けてください．
1. 表には，表1のように論文の先頭からの通し番号を付けてください．また，表のタイトルは，表の上に付けてください．
1. 本文中からの参考文献の参照は，文献番号[1]を付けてください．
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図1　図の例

表1　表のタイトル
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